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あらまし：有効視野とは知覚者が情報を認識，判断，蓄積できる注視点の周辺の範囲であり，この縮小は

事故の原因になるなど日常生活に悪影響を与える．一方で，周辺視野の狭い高齢者は近年増加傾向にあり，

寝たきりの原因となる転倒を引き起こす危険性もある．そこで本研究では，高齢者における有効視野の拡

大を目的とし，DS を使って視野の拡大に有効性が認められた先行研究を参考に，画面を大きくしたスク

リーン投影を用いる手法を提案する． 
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1. はじめに 

有効視野とは，知覚者が情報を認識，判断，蓄積

できる注視点の周辺の範囲であり，周辺視野は有効

視野よりも外側の視界である(1). 

昨今，日本における高齢化が問題となっており，

2022 年における，日本の総人口に対する高齢者の割

合は 29.1％を記録している(2)．また，70 歳以上の高

齢者における周辺視野の障害傾向が顕著であること

は既に報告されており(3)，実験結果から有効視野が

縮小傾向にあることも見受けられる．特に自動車事

故の発生回数を最もよく説明，予測するのは有効視

野であることもすでに示されている(4)ことから，高

齢者における有効視野の縮小は日常生活において，

事故，転倒のリスクになると考えられる． 

そこで本研究では，高齢者の有効視野を拡大する

トレーニング方法について提案する．  

 

2. 先行研究 

2.1 視覚的課題要件と有効視野の関係 

有効視野と検出反応時間の測定を行った研究(5)で

は，有効視野における処理の深さと視野の広さのト

レイド・オフの関係が示されている．また，視界に

おける注意点の数を説明する視覚的課題要件では，

それが大きい場合は有効視野の縮小，小さい場合は

有効視野の拡大がみられたことが報告されている． 

2.2 DS を用いた有効視野拡大トレーニング 

 75 歳前後の高齢者 30 名を対象に，ニンテンドー

DSのゲーム “見る力を実践で鍛えるDS眼力トレー

ニング”（以下，DS 眼力トレーニング）を用いて 3

ヶ月間トレーニングを行った研究(6)では，トレーニ

ング後における有効視野の拡大が確認された．しか

し，週 2 回トレーニングを行った群と，週 4 回トレ

ーニングを行った群の間では，拡大された有効視野

に有意な差は見られなかったことが報告されている． 

 

3. 仮説と目的 

3.1 仮説 

DS 眼力トレーニングにおいて，トレーニング頻度

によって，有効視野の拡大に有意な差が見られなか

ったことに関して，トレーニング環境がニンテンド

ーDS の 3 インチの小さな画面であり，視覚的課題

要件が小さいためにトレーニング強度も小さく，週

2 回のトレーニングの時点で拡大される有効視野が

限界に到達したため，週 4 回と増やしても回数によ

る有効視野の拡大に差が生じなかったのではないか

と考える． 

3.2 目的 

本研究では，有効視野の拡大を促進するために大

画面を用いたトレーニング方法を提案することを目

的とする． 

 

4. 提案する視機能トレーニング手法 

DS 眼力トレーニングの手法をもとに，スクリーン

（100 インチ）上で図 1 に示す 3 つのトレーニング

を実践する．以下にその内容を述べる．  

(1)トレーニング 1 

① スクリーン上に 1～20の数字をランダムに表

示する．(図 1 左) 

② 被験者は，1 から順に数字を目で追う．この

際，アイトラッカーを用いて目の動きを読み

取る． 

③ 20 まで終わると，数字の反転，色表示を行い，
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新たに 1～20 まで表示する． 

④ 制限時間を設け，1点×100で点数を計算する． 

(2)トレーニング 2 

① スクリーン上に 2個のランドルト環を一瞬だ

け同時に表示する．(図 1 中央) 

② 被験者は，表示されたランドルト環が同一か，

異なっているかを回答する． 

③ ランドルト環は上下左右の 4方向で表示され

る． 

④ 10 点×10 で点数を計算する． 

(3)トレーニング 3 

① スクリーン上にランドルト環を 1 つずつ，計

3 個表示する．(図 1 右) 

② 被験者は，表示された順番にランドルト環の

方向を回答する．この際，3 つすべて完答で

正解とする． 

③ ランドルト環は上下左右の 4方向で表示され

る． 

④ 10 点×10 で点数を計算する． 

トレーニング 1  トレーニング 2  トレーニング 3 

図 1 トレーニング内容（案） 

 

5. 研究方法 

5.1 研究の流れ 

① 対象者 

70 歳以上の眼科的疾患をもたない高齢者を対

象として，ランダムにトレーニング群と非トレー

ニング群に分ける．  

トレーニング群を，スクリーンと DS のそれぞ

れで，週 2 回トレーニングする群（以下，週 2 回

群）と，週 4 回トレーニングをする群（以下，週

4 回群）の 4 つのグループに分ける． 

対象となる高齢者は，高齢者の集まる施設等に

協力を依頼して実施するが，事前に健康な大学生

を対象としたパイロット実験を行う． 

② 事前テスト 

 非トレーニング群，スクリーンと DS のトレー

ニングを実施する週 2 回群と週 4 回群のすべての

群で，トレーニング前テストを行う． 

③ トレーニング実施 

 週 2 回群と週 4 回群でトレーニング 1～3 を行

う．実施期間は 3 ヶ月間とする．  

④ 事後テスト 

 トレーニング前テストと同様に行う．  

⑤ 結果の比較 

 事前テストと事後テストの結果を各群で比較し，

トレーニング方法や頻度と有効視野拡大の効果を

評価する． 

5.2 評価方法 

5 つの群に対して，以下の方法(6)で評価を実施する．  

① スクリーン中央に 2桁もしくは 3桁の数字を

0.5 秒間表示する．スクリーンの背景色は黒

で，表示される数字の色は黄色とする． 

② ①と同時に，周辺に 10～15 個の円と 1 桁の

数字を 2 個表示する．表示される円の色は緑

で，1 桁の数字の色は黄色とする． 

③ 被験者は，表示された中央の数字と，周辺の

1 桁の数字 2 個を回答する． 

④ ①～③を 20回実施し，正答数を評価とする．

前半 10 回は中央の数字を 2 桁で表示し，後

半 10 回は 3 桁で表示する． 

 

6. まとめ 

 本研究では，スクリーン投影による高齢者の視機

能トレーニングにおける有効視野拡大方法と評価方

法について提案した．また，本研究のトレーニング

方法及び評価方法は 2 次元的なものであるが，今後

は 3 次元の要素や動体視力も考慮して，有効視野を

拡大するトレーニング方法についても検討する． 
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